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新 会 員 紹 介

■代　表　者　今 野　 京　

■住　　　所　宇久須251-1　

■電　　　話　070-5468-9127

■営業時間　17:00～21:00

■定　休　日　日・月曜日 ※変動あり

■インスタ　@kaito_ugusu

新 会 員 紹 介

お好み焼き もんじゃ 海藤 株式会社 西伊豆プロジェクト

東京は上野で開店し、移住を期に
宇久須で店舗を再開しました！
下町の味をお楽しみください！
皆様のご来店を楽しみに
お待ちしております！！

■代　表　者　矢 岸　洋 二
■住　　　所　田子2634-18　PORTE-IZ

■電　　　話　36-3977

■営業時間　公式SNSにてご確認ください

■定　休　日　公式SNSにてご確認ください　

■ＵＲＬ　　　  https://www.nishipro.jp/

■E-mail　  pilot@nishipro.jp

地域においてなかなか踏み出せない挑戦に向け、人を繋
ぎ、課題を繋ぎ、同時に自らもプレイヤーとして新しい価
値創造に努めています。
そのリアルの場として西伊豆町・田子で、ヒト・コト・モノ
が交わるPORTE-IZ（ポルテイズ）と言うコワーキング＆
カフェを運営中です。
店名の由来は「伊豆の扉」。
コワーキングやカフェ利用だけでなくイベントスペース
貸切利用などもＯＫ！
使い方はご相談ください。
扉の向こうで楽しいスタッフがお待ちしております！

いま の きょう や ぎし よう じ

ハッピーニャーイヤー
　皆様、お正月はいかがお過ごしになられましたか？

　我が家では帰省した子供達に加え、飼っている犬１、猫２で賑やかでした。この２匹の猫

は共に保護猫でウチに迷い込んできた子猫でして、一匹は数年前に、そしてもう一匹が去年

の梅雨の頃に、猫の額ほどの裏庭で鳴いていた黒の子猫です。

　捕獲して病院に連れていき診察してもらっていると、仕事でお世話になっているH君がこ

れまた猫を連れてやって来て「どうした？」って聞かれたので「これこれこうで」って説明す

ると、彼に「飼わっしゃい！飼わっしゃい！招き猫って言うくらいだから、飼えば仕事も沢

山来るよ！笑」なんて揶揄われたんですが、帰宅後に仕事の依頼が３件きて、黒の子猫は我

が家の子になりました(笑)

　日本のペット関連の市場規模はフード、用品、生体、医療等すべてを含めると1.5兆円規模

にもなるそうで、その規模は成長を続けている様です。たしかにテレビをつければゴールデ

ンタイムと呼ばれる時間帯に犬や猫の番組も見かけますし、当会員様にもペットと泊まれ

る宿やペットのみを預かってくれるペットホテルなどのサービスを提供している方々もい

ます。出掛けた先の食事で「テラス席ペットの同伴ＯＫ」なんてお店はペット連れには有難

いサービスだと思います。しかし、すべての人が犬や猫などが好きなわけではないので飼い

主さんのマナーが大事になりますけどね。

　さて、2025年みなさまの事業所が、猫の手も借りたいくらい忙しくなると良いですね。

広報委員

発行責任者　西伊豆町商工会　会長　国本正徳

編　　集　西伊豆町商工会広報委員会

住　　所　賀茂郡西伊豆町仁科423-1　

Ｔ　Ｅ　Ｌ　０５５８-５２-０２７０

Ｆ　Ａ　Ｘ　０５５８-５２-１５０２

Ｕ　Ｒ　Ｌ https://nishiizucho-shokokai.com/

Ｅ-mail u-yake@cy.tnc.ne.jp

発行日 令和７年１月１日

編集後記

　いよいよ令和7年が始まります。今年は巳年です。

　Googleの生成AIによれば巳年には次のような意

味があるそうです。新しく産まれてくる、将来・未来

がある、子孫、別の表現では、植物に種子ができはじ

める時期、次の生命が誕生する時期など、新しいこと

が始まる年になると記述されています。生成AIの技

術も新しい事の始まりと言えます。新しい技術をう

まく事業に転化して飛躍の年にしたいものです。

　令和6年は1月1日の能登半島震災から日本列島を

悲しみが包み、最後は大谷選手のドジャース10月

31日世界一で歓喜した記憶に残る1年でした。商工

会の広報誌リードも２回の発行を行い、新会員さん

の紹介、商工会の事業、部員の活動報告と多くの情

報を発信してきました。ご愛読いただきありがとう

ございました。皆様にとって本年がご多幸とご健康

の年になるよう、お祈り致します。

広報委員　藤井大学

個
人
事
業
主
の「
定
額
減
税
」

　
令
和
６
年
度
所
得
税
に
つ
い
て
定

額
に
よ
る
所
得
税
の
特
別
控
除
（
定

額
減
税
）
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
原
則
と
し
て
確
定
申
告

（
令
和
７
年
１
月
以
降
）
の
際
に
所
得

税
の
額
か
ら
特
別
控
除
の
額
が
控
除

さ
れ
ま
す
。

　
個
人
事
業
主
が
定
額
減
税
を
受
け

ら
れ
る
の
は
、
確
定
申
告
の
タ
イ
ミ

ン
グ
に
な
り
ま
す
。

　
確
定
申
告
の
際
に
、
忘
れ
ず
に
、
定

額
減
税
を
適
用
し
ま
し
ょ
う
。

かい 　 とう

Photo 浅賀丈吉Photo 浅賀丈吉

大城・丹野平大城・丹野平

国税相談

音声案内に従い相談する

内容の番号を選択して下さい

0570-00-5901
（平日8：30～17：00）

専用
ダイヤル

よくある税の質問はこちら

Ｔａｘアンサー
税務相談チャットボット

ふたば
に相談する（24時間利用可能）
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
、本
年
が
実
り
あ
る

年
に
な
る
よ
う
に
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
17
年
ぶ
り
に
日
銀
の
金
融
政
策
の

転
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ

ス
金
利
の
解
除
で
す
。
過
度
の
円
安
が
進
め

ば
、
直
近
に
も
日
銀
の
利
上
げ
の
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
金
融

対
策
を
取
引
金
融
機
関
と
連
携
し
て
早
急
な

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
日
銀
は
物
価
安
定
の
目
標
と
し
て
２
％
の

上
昇
率
を
掲
げ
、
目
標
に
お
お
む
ね
整
合
的

な
水
準
で
物
価
が
推
移
す
る
と
の
観
測
で
す

が
、
物
価
の
上
昇
に
比
例
し
て
、
会
員
の
皆
様

の
実
質
所
得
は
物
価
上
昇
に
見
合
っ
て
上

が
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
は
、
事
業
者
間
が
共
存
共
栄
を
目
指

し
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
消
費
者
に
対
し
て
も
諸
般
の
事
情

の
周
知
を
確
り
と
行
い
、
原
材
料
等
の
価
格

上
昇
の
分
を
適
正
に
販
売
価
格
に
転
嫁
す
る

お
願
い
を
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
国
内
政
治
に
お
い
て
は
、
自
公
の

過
半
数
割
れ
に
伴
い
、
少
数
与
党
政
権
と
な

　
青
年
部
で
は
毎
年
好
評
の
射
的
と
缶
馬

レ
ー
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
射
的
は
「
馬
ロ
ッ
ク
ん
」
の
的
を
当
て
る
と

お
も
ち
ゃ
を
も
ら
え
、
そ
の
中
で
も
特
定
の

的
を
当
て
る
と
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
が
当
た
る
く

じ
が
引
け
る
と
い
う
も
の
で
す
。
景
品
は
、
今

年
も
豪
華
な
物
を
用
意
し
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
る
と
多
く
の
子
供
た
ち

が
ブ
ー
ス
に
集
ま
り
、
部
員
た
ち
が
射
的
銃

の
撃
ち
方
を
教
え
る
と
、
す
ぐ
に
当
て
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
子
も
い
れ
ば
、
中
々
当
て

る
こ
と
が
で
き
ず
に
悔
し
が
っ
て
い
た
子
も

い
ま
し
た
。
何
度
か
撃
っ
て
い
く
う
ち
に
的

を
当
て
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
は
笑
顔
で
あ

ふ
れ
、
総
勢
百
名
以
上
の
小
学
生
か
ら
高
校

生
ま
で
幅
広
い
年
代
の
子
供
た
ち
が
射
的
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
の
缶
馬
レ
ー
ス
も

盛
り
上
が
り
、
今
年

も
新
た
な
勝
者
が
生

ま
れ
ま
し
た
。

　
女
性
部
で
は
、
例

年
「
カ
レ
ー
パ
ン
」

と
「
飲
み
物
」
を
販

売
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
か
ら
新
た

に
「
揚
げ
パ
ン
」
を

加
え
、
き
な
粉
と
砂

糖
の
２
種
類
を
販

売
し
ま
し
た
。美
味
し
か
っ
た
か
ら
と
再
度
購

入
に
来
て
く
れ
る
お
客
様
も
多
く
、
イ
ベ
ン

ト
開
始
か
ら
１
時
間
ほ
ど
で
完
売
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
年
度
か
ら
女
性
部
役
員
メ
ン
バ
ー
が
変

わ
り
、
若
い
人
も
加
わ
っ
た
こ
と
で
益
々
明

る
く
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

11
月
7
日
（
木
）

に
迷
惑
行
為
と
し

て
度
々
話
題
と
な

る
「
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

に
つ
い
て
の
対
策

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
元
Ａ
Ｎ
Ａ
客
室
乗
務
員
の
津
田
典
子
先
生

か
ら
カ
ス
ハ
ラ
の
現
状
や
判
断
基
準
、
東
京

都
の
条
例
、
対
応
の
コ
ツ
、
経
営
者
の
従
業
員

へ
の
安
全
配
慮
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
講
義

が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
会
員
は
真
剣
に
講
師
の
話
を
聞

き
、
事
前
対
策
と
初
期
対
応
の
重
要
性
を
学

ん
だ
よ
う
で
し
た
。

り
政
治
の
混
迷
が
強
ま
り
金
融
市
場
の
不
安

定
化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
国
外
政
治
に
お
い
て
は
、
米
国
の
政
権
が

変
わ
り
、
米
国
へ
の
輸
入
品
の
関
税
を
最
大

20
％
課
す
と
の
憶
測
と
気
候
変
動
対
策
の
後

退
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
し
く
、

令
和
７
年
は
【
人
間
万
事
塞
翁
が
馬
】
と
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
西
伊
豆
町
商
工
会
と
し
ま
し
て
は
、
こ
の

混
迷
の
時
代
に
そ
の
存
在
意
義
を
職
員
一
同

共
有
し
て
、
業
務
を
遂
行
し
て
い
く
所
存
で

す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

【
人
間
万
事
塞
翁
が
馬
】

会
長

新
年
挨
拶

会長 国本正徳　

事
務
局
長

　
　鈴
木
英
孝

　
事
務
局
統
括
、
総
務
、
リ
フ
ォ
ー
ム

　
補
助
金
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
補
助
金
、

　
解
体
補
助
金

経
営
指
導
員

　高
橋

　誠

　
経
営
発
達
支
援
事
業
、
金
融
、
観
光
、

　
商
業
、
特
産
品

経
営
指
導
員

　櫻
井
允
人

　
情
報
、
工
業
、
青
年
部
、
労
働
保
険
、

　
ト
ン
ボ
ロ
Ｐ
Ｒ
、
ス
ク
ラ
ッ
チ
事
業

経
営
支
援
員

　関
み
ど
り

　
会
計
、
補
助
金
、
女
性
部
、
法
人
会
、

　
管
工
事
組
合

経
営
支
援
員

　関

　由
香

　

　
税
務
、
共
済
、
会
員
、
会
費
、
広
報
、

　
青
申
会

経
営
支
援
員

　薮
田
政
子

　
元
気
チ
ラ
シ
、
共
済
、

　
は
ん
ば
た
市
場
　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

臨
時
職
員

　
　塩
谷
裕
葵

　記
帳
指
導

臨
時
職
員

　
　関

　幸
恵

　記
帳
指
導

職
員
の
主
な
担
当
業
務

カ
ス
ハ
ラ
講
習
会

部
会
・
委
員
会
だ
よ
り

商
業
部
会

観
光
部
会

10
月
22
日
に
商
工
会
指
導
者
研
修
会
（
工

業
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
望
月
螺
旋
株
式
会

社
（
静
岡
市
清
水
区
）
と
山
本
機
工
株
式
会
社

（
藤
枝
市
）
の
二
社
に
よ
る
事
例
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

　
両
社
と
も
人
手
不
足
や
生
産
コ
ス
ト
上
昇

と
い
っ
た
課
題
に
対
し
、
自
動
化
設
備
の
導

入
や
現
場
の
改
善
活
動
を
通
じ
た
従
業
員
の

意
識
改
革
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
望
月
螺
旋
で
は
補
助
金
制

度
を
活
用
し
て
自
動
パ
ン
チ
交
換
機
能
を
備

え
た
圧
造
機
の
導
入
に
よ
り
夜
間
無
人
運
転

を
実
現
し
、
山
本
機
工
で
は
取
引
先
と
連
携

し
、
従
業
員
が
意
識
し
て
取
り
組
む
べ
き
重

点
活
動
テ
ー
マ
を
決
め
、
内
部
の
改
善
活
動

に
よ
り
生
産
性
を
向
上
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
両
社
と
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み

に
も
力
を
い
れ
て
お
り
、
企
業
の
社
会
的
責

任
を
意
識
し
た
経
営
姿
勢
は
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
し
た
。

工
業
部
会

青
年
部

女
性
部

　
商
業
部
会
で
は
今
年
度
、
新
た
に
５
つ
の

商
品
を
西
伊
豆
自
慢
品
に
認
定
し
ま
し
た
。

　
審
査
会
で
は
「
西
伊
豆
町
ら
し
さ
」「
味
」

「
見
栄
え
」「
独
自
性
」「
技
術
」「
町
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
か
」
の
６
項
目
に
つ

い
て
審
査
し
、ど
の
商
品
も
高
得
点
で
し
た
。

①
ア
ロ
エ
の
精

㈱
サ
サ
キ
ア
ロ
エ

②
い
ず
み
す
た
あ
ナ
チ
ュ
ラ
ル

③
い
ず
み
す
た
あ
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ

㈱
モ
ア
ツ
ー
ル

④
だ
し
胡
椒

⑤
極

　本
枯
節
だ
し
塩

カ
ネ
サ
鰹
節
商
店

【
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
Ｐ
Ｒ
】

11
月
10
日（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
「
西
伊
豆

町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
で
来
場
者
に
西
伊
豆

自
慢
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
新
認
定
品
の
認
定
証

書
授
与
式
も
行
い
、商

業
部
の
ブ
ー
ス
で
は
、

そ
の
新
認
定
品
の
展

示
や
自
慢
品
カ
タ
ロ

グ
の
配
布
、試
食
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
多
く
の

人
が
立
ち
寄
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

【
自
慢
品
動
画
放
映
中
】

　
町
内
の
宿
泊
施
設
や
観
光
施
設
、
飲
食
店

な
ど
約
80
か
所
に
設
置
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
で
10
月
1
日
よ
り
西
伊
豆
自
慢
品

Ｐ
Ｒ
動
画
を
流
し
て
い
ま
す
。

　
言
葉
や
写
真
で
は
伝
え
き
れ
な
か
っ
た
商

品
の
良
さ
を
、
原
料
を
切
っ
た
り
商
品
を
焼

い
た
り
し
て
い
る
リ
ア
ル
な
場
面
を
入
れ
な

が
ら
構
成
し
ま
し
た
。是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

月

　日

西
伊
豆
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
に
参
加
し
ま
し
た
！

11

10

に
ん
　
げ
ん  

ば
ん
　

じ
　

さ
い   

お
う
　
　
　

う
ま

①
ア
ロ
エ
の
精

②
い
ず
み
す
た
あ
ナ
チ
ュ
ラ
ル

③
い
ず
み
す
た
あ
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ

④
だ
し
胡
椒

⑤
極

　本
枯
節
だ
し
塩

①
ア
ロ
エ
の
精

②
い
ず
み
す
た
あ
ナ
チ
ュ
ラ
ル

③
い
ず
み
す
た
あ
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ

④
だ
し
胡
椒

⑤
極

　本
枯
節
だ
し
塩

ー 2 ー


